




































われ、独自の文化として発達してきた（Alcina 2004: 36-37; 
モルガ　1966: 315）。東南アジアにおける家畜の乳利用は
珍しい（川島　1997: 63; 吉田　1990: 41）。中でも、スイギュ
ウ乳はフレッシュチーズに加工される等、一定の文化的地位




































































在来種は 1日2.4L 程度の乳を生産する（Bondoc 2008: 
188）3。ムラー種はまた、多い場合は年間 305日間搾乳可
能であるが（Food and Agriculture Organization of the 
United Nations 1977: 124; Philippine Carabao Center 
2009: 3）、在来種は 150 ～ 200日程度である（Bhat 2010: 
57）。一般に、スイギュウの妊娠期間は約 7 ～ 8ヶ月間であ
り、仔は 1 年程度で離乳する。仔（メス）は平均 43ヶ月が
経過すると妊娠可能であり、その後 17ヶ月間隔で妊娠する
（Food and Agriculture Organization of the United 


















州サマール島とレイテ州レイテ島の 6 地域を指す（Aquino 
















（辻　2017d: 59、2018b: 1；辻ほか　2017: 98、2018a: 2、
2018b: 35）。同時に、旧乳利用地域各地でも調査研究を















で確認した。また、インドネシアのスマトラ島パレンバン州においても在来種の乳量が 1L 程度であることを確認した（Tsuji 2019: 16）。
4　過去は近所同士で交配を行い、手数料も生じなかった。現在では、人工授精の代金として研究所に 600 ペソ程度を支払う。
































Sanchez 2008: 238-239； 小 崎　2002: 62-63；小 崎ほか　
2001: 211）。また、新乳利用地域においてスイギュウ研究所
の管理下にあるスイギュウ酪農農家の生計向上の事例を
取り上げた研究も見られる（Pablico 2006: i;  Roque 2010: 




















Ⅱ  調 査 の 概 要









ゲル町の東部に位置する区域で（図 1）、世帯数は 1,310 世
帯（2005 年）、人口は 6,072 人である（Mempin and Cruz 
















































上げた塊（ginikan）（図 3）が頻繁に確認された 7。 
調査期間中の調査地の気象は、雨季の最中であった。フィ
リピンの雨季は 6 月から11 月、乾季は 12 月から5 月である。
調査当時、天候は曇天が続き、台風の接近もあり時折強弱
の雨が降った。調査地の平均気温は 25 ～ 30℃であった 8。























Ⅲ  調 査 地 に お け る
 ス イ ギ ュ ウ の




















（Roque 2010: 10-11）。ハンドトラクターの値段はムラー種 1
6　サンミゲル町における家畜飼養数（2007 年時点）は、スイギュウ4,816 頭、ウシ3,960 頭、ブタ29,987 頭、ニワトリやバリケン1,250,000 羽である。ヤギについては情
報が記載されていない（Municipality of San Miguel 2017）。
7　商業レベルでは、ニワトリのブロイラーや養豚がサンミゲル町で盛んに行われている（Municipality of San Miguel 2018）。
8　https://www.accuweather.com/en/ph/bulacan/262446/month/262446?view=table（2018 年 7 月16日閲覧）を参照した。
図 3. スイギュウの餌となる稲わらを積んだ塊




































































Ⅳ サンフアン 行 政 区
L 村 に お けるスイ
ギュウ 乳 生 産
 ― N d 氏 の 事 例
1. 水田稲作
 












9　20 世紀初頭のマニラで、スイギュウ乳汚染が問題となり、死亡者の多くが幼児であった（Doeppers 2016: 269）。こうした経験も乳の衛生観念に反映されている
可能性がある。
10　サンミゲル町の天水田の規模は 16,482ha.、灌漑水田の規模は約 8,149ha. であり、天水田の方が 2 倍程多い（Municipality of San Miguel 2018）。
図 4. スイギュウとハンドトラクター 

















































預託とは、世界的に見られる慣行で（cf. 板垣　2013: 3-4; 曽





























Nd 氏は 3 頭のムラー種を飼養している。それらは成熟
したメスのブルガリアン・ムラー 2 頭（6 歳と4 歳）と、預託の
結果手に入れた仔 1 頭（生後 7ヶ月のオス）である。これら
は 2012 年頃に飼養していた在来種を売り払い、知人から







時に最初の地点に繋ぎ、その後、午前 9 ～ 10 時、午後






































れる（図 6）。毎朝 6 時頃に搾乳を開始する。乳生産に要
する時間は１頭につき20分程である。搾乳可能期間は毎日、

















乳の価格は一定しておらず、昨年の 11 月に 35 ペソから
























Nd 氏は、調査当時 52,000 ペソの借金を抱えており、観察
と聞き取りをする限りにおいて生活が豊かでないことが窺え
た。Nd 氏の世帯収入については明確にできていないが、サ





11　 http://www.nwpc.dole.gov.ph/pages/rb-3/cmwr. html（2018 年 7 月16日閲覧）を参照した。
図7　乳をガーゼで濾し、計量する女性
（2018 年 7 月15 日、筆者撮影）
図 6　スイギュウの搾乳
































収入源となっている。 Nd 氏の 1日あたりのスイギュウ乳生
産による推定収入は 96 ～ 128 ペソである（表 1）。スイギュ
ウ乳には、1 ボトルあたり32 ペソの価格が付いている。1 週
間に換算すると700 ペソ程度であり、他の生産者の収入より
4 分の 1 から14 分の 1 程度と低く、彼の乳生産量が少ない
部類であることがわかる。他の生産者とは、Nd 氏と共にサン
ミゲル町の同一のパスティリアス加工業者に乳を卸す生産









ウから得られる1日合計 3 ～ 4L 程度の乳量に不満を抱い
ていない面も見受けられた。本調査期間中、彼の飼養するム
















Ⅴ スイギュウ 乳 生 産





































































トを大々的に展開している（Philippine Carabao Center 
2017: 9、2018: 6-9；Philippine Council for Agriculture, 
Forestry and Natural Resources Research and 


































































































アン行政区 L 村の方 に々は大変お世話になった。
また、サンミゲル町役場開発計画事務所（Municipal 
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